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～日常の安心を未来へつなぐ～

えべつの街なみと自然に映える市民が集う庁舎

１.計画コンセプト

■設計方針

■基本理念

■基本方針

　江別市本庁舎建設基本計画で定めた基本理念・基本方針に基づき、市民が利用しやすく、災害に強い庁

舎を目指します。

■集約対象施設
　令和６年６月に策定した基本計画では、本庁舎をはじめとする９庁舎の集約を行うこととしておりまし

た。

　その後、建設単価の上昇傾向が続いていることや市の財政状況等を考慮した結果、基本計画で示した９

庁舎集約の考え方に変更はありませんが、耐震性のある保健センター及び水道庁舎は将来的な集約対象と

し、現時点で耐震性のない７庁舎の建替えを優先することとしました。

集約を優先する庁舎：本庁舎、別館、第二別館、教育庁舎、錦町別館、環境事務所、土木事務所の７庁舎

　当市は、市民憲章に「屯田兵によってひらかれた江別」や「ひろびろと広がる石狩平野 ゆうゆうと流れ

る石狩川　緑深い野幌の原始林」とうたっているとおり、長い歴史と豊かな自然が特色としてあげられます。

　その先人たちが作ってきた、歴史のある街なみや豊かな自然と調和のとれた庁舎にしたいという意味を込

めています。また、新たな庁舎は時代の変化に対応して市民や職員の利便性向上を図るほか、人口減少や災

害対応、イベントなど、柔軟な対応ができるような庁舎を未来へ繋げるという意味を込めて、このような基

本理念とします。

　基本理念を実現するため、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や市民等の意見を踏まえ、

次のとおりとします。
新庁舎外観イメージ図新庁舎外観イメージ図新庁舎外観イメージ図

新庁舎鳥瞰イメージ図新庁舎鳥瞰イメージ図新庁舎鳥瞰イメージ図
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約 21ｍ

4,012 ㎡

13,925 ㎡

22 ㎡

3,335 ㎡

3,501 ㎡

3,402 ㎡

3,665 ㎡

主要用途

規模

構造形式

構造種別

建築物の高さ

建築面積

延床面積

塔屋

４階

３階

２階

１階

２.計画概要

事務所（庁舎）

地上４階

免震構造（基礎免震）

鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造

計画地

敷地面積

用途地域

防火地域

地域地区等

容積率

建ぺい率

日影規制

江別市向ヶ丘 26 番地の内

30,980 ㎡

第二種中高層住居専用地域　※今後、用途地域の変更を予定

指定なし

建築基準法　第 22 条指定区域

200％

60％（角地緩和＋10％）

日影時間５m-10m：３時間・日影時間 10m ～：２時間、平均地盤からの高さ４m

■敷地概要

■敷地周辺状況

■都市計画図

■建築概要

■広域図

二種

①市道 兵村２番通りから敷地北側を見る ②市道 向ヶ丘６号道路から敷地東側を見る ③南側出入口から敷地南側を見る
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：歩行者動線　　　　　：車両動線　　　　　：来庁者出入口　　　　：職員出入口

凡例

▲ ▲

▲

▲▲

■配置方針

■敷地内整備計画

■駐車場・動線計画

３.配置・動線計画

・本敷地の特性や当市の上位・関連計画を踏まえ、

庁舎周辺整備における配置の考え方として、【災

害時を考慮した配置】、【機能の集約・公的不動産

の活用】、【景観・アクセスへの配慮】、【周辺市街

地との調和】を考慮した庁舎の配置計画とします。

・災害時を考慮して、前庭広場の設置や建物周囲に

駐車スペースを確保した配置計画とします。

・機能を集約したコンパクトな配置とし、将来の増

築スペースや利活用可能な余剰地を確保した土地

利用計画とします。

・国道12号からの視認性や周辺道路からのアクセス

に配慮した配置計画とします。

・周辺住宅地との調和に配慮した緩衝緑地や前庭広

場を確保した緑化計画とします。

・主な車両動線は交通量の多い市道 兵村２番通り

（北側）と市道 向ヶ丘６号道路（東側）からアク

セスしやすい駐車場とします。

・来庁者駐車場は建物東側に配置し、庁舎へアプ

ローチしやすい動線計画とします。

・公用車駐車場は、職員出入口付近に配置します。

・共用駐車場は、来庁者及び職員の駐車が可能な計

画とします。

・思いやり駐車場は、各出入口付近に４台ずつ設置

します。

全体配置図　S=1/1,200

本庁舎本庁舎

思いやり駐車場思いやり駐車場

思いやり駐車場思いやり駐車場

駐輪場
（30台）
駐輪場
（30台）

車寄せ車寄せ

車両出入口車両出入口

道路境界線　約188m道路境界線　約188m

道路境界線　約188m道路境界線　約188m

敷
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出入口

車両入口車両入口

車寄せ車寄せ

前庭広場前庭広場

市道　学園通り（幅員１６m）市道　学園通り（幅員１６m）

市道　兵村2番通り（幅員18ｍ）市道　兵村2番通り（幅員18ｍ）
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共用駐車場
（92台）

共用駐車場
（92台）

増築スペース増築スペース増築スペース

公用車駐車場
（５0台）

公用車駐車場
（５0台）

（暫定）
イベント広場　等

↓
公共施設建て替え用地

または
民間への貸付・売却

（暫定）
イベント広場　等

↓
公共施設建て替え用地

または
民間への貸付・売却

共用駐車場（403台）共用駐車場（403台）
（思いやり駐車場４台を含む）（思いやり駐車場４台を含む）

（思いやり駐車場４台を含む）（思いやり駐車場４台を含む）

来庁者駐車場（101台）来庁者駐車場（101台）
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■1階に市民窓口を集約したワンフロアサービス ■職員連携がしやすくレイアウト変更の柔軟性が高い執務スペース

・執務スペースはひとつながりの空間として計画することで、他部署との連携が取りや

すく、デスクレイアウトの柔軟性が高い空間とします。

・階段やトイレを両端にまとめると共に、柱本数を削減することで、自由度の高い執務

スペースとします。

・職員動線と来庁者動線を明確に分離することで、セキュリティに配慮した平面計画と

します。

・職員がリラックスして休憩や食事をとることが可能なリフレッシュスペースと、打合

せ等のための打合せ・作業スペースを窓口から離れた位置に計画します。

・会議室は現庁舎の利用実態等調査の結果を踏まえ、適切な室数を確保します。

・大会議室は可動間仕切りを設けることで、多様な使い方にも対応可能な計画とします。

・市民窓口機能を１階に集約することで、ワンフロアサービスを

実現する計画とします。

・各種証明書発行、子育て、福祉、窓口機能を１階に集約し、上

下移動を極力少なくした明快な階構成により、使いやすさに配

慮した計画とします。

・入口から見やすい位置に総合案内やエレベーターを配置し、迷

わずに目的の場所へ行けるよう誘導します。

・見通しが良く広場に面した明るいＬ型の待合スペースにキッズ

スペースや観光展示・情報発信コーナー等を設けることで、利

便性の高い待合スペースとします。

・パーティション付きのローカウンターや相談室を設け、市民か

らの多様な相談に対応できる窓口構成とします。

１階｜子育て、福祉、市民窓口のフロア ２階｜まちづくり、教育のフロア

開放的で見通しの良い待合スペースのイメージ

執務スペース関連諸室執務スペース関連諸室

リフレッシュスペース等リフレッシュスペース等

会議室 ・相談室等会議室 ・相談室等

防災エリア関連諸室防災エリア関連諸室

議会エリア関連諸室議会エリア関連諸室

＜凡例＞＜凡例＞

文書庫・倉庫・バックヤード等文書庫・倉庫・バックヤード等

共用部共用部

機械室機械室



４.平面計画
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■迅速に連携可能な防災関連エリア ■議会関連エリア

・議席の配置形式は、議長席の左右に議員席と理事者席が

向かい合うように配置される対面配置型とします。

・車いす利用者への配慮や、議場を多目的に利用可能な計

画とするため、床の形状はフラット形式を採用し、議席

等は可動式とします。

・議員控室は南側にまとめ、部屋サイズの変更等にも柔軟

に対応可能な計画とします。

・議会ロビーと展望ラウンジは開放的なつくりとし、市民

が立ち寄りやすい空間を目指します。

・大会議室は災害時には災害対策本部室として利用します。

・市長室、災害対策本部室、危機対策・防災担当執務室を

同じフロアかつ近接配置することで、効率的かつ迅速な

連携の下での災害対応を可能とします。

・大会議室横のリフレッシュスペースは平時・災害時共に

有効活用できるよう廊下との仕切り等を設けずオープン

なスペースとします。

議長席議長席

傍聴席傍聴席

議員席議員席

可動間仕切り可動間仕切り
可動間仕切り可動間仕切り

理事者席理事者席

執務スペース関連諸室執務スペース関連諸室

リフレッシュスペース等リフレッシュスペース等

会議室 ・相談室等会議室 ・相談室等

防災エリア関連諸室防災エリア関連諸室

議会エリア関連諸室議会エリア関連諸室

＜凡例＞＜凡例＞

文書庫・倉庫・バックヤード等文書庫・倉庫・バックヤード等

共用部共用部

機械室機械室

３階｜政策、災害対策のフロア ４階｜議場、議会のフロア

対面配置型のイメージ災害対策本部室のイメージ
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■基本方針

■原始林の風景と調和

■江別を彩る街なみとの調和

■様々な機能性 ■江別らしさを感じられる外観

新庁舎外観イメージ図新庁舎外観イメージ図新庁舎外観イメージ図

５.立面計画

原始林の風景

江別のれんが

外断熱工法

外断熱工法

開口率を抑制

効果的な庇

・新庁舎は江別らしさが分かるような色合いや素材をデザインコードとして、東西南北の外観を統一した計画とします。

・外装仕上材は、耐久性や維持管理性に配慮し、適材適所の材料を使用した立面計画とします。

・長い年月を経て育った原始林のた

くましさと力強さを建物のモチー

フとしたデザインとします。

・断熱性能を高め、外気温の影響を受けにくく

することで、躯体の経年劣化を抑制し、長寿

命化を図ります。

・窓開口率を必要最小限にすることで、熱負荷

低減を図ります。

・来庁者の歩行空間を守る安全性と、強い日差

しを遮り熱負荷低減を図ります。

・力強い原始林の太い幹を思わせる外壁と、市民活動を活発に発信する

ガラス面が調和し、そこにれんがと庇がアクセントを加えることで、

どの方向から見ても江別らしさを感じられるデザインとします。

・彩りある街なみとの一体感を生み

出す素材を効果的に使います。

開口率を抑制
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５.立面計画

南側立面図　S=1/400 東側立面図　S=1/400

北側立面図　S=1/400 西側立面図　S=1/400



▽4F

▽3F

▽2F

▽1F

議場、 議会議場、 議会

政策、 災害対策政策、 災害対策

まちづくり、 教育まちづくり、 教育

子育て、 福祉、 市民窓口子育て、 福祉、 市民窓口

市民窓口を 1階に集約市民窓口を 1階に集約

上下移動
を抑制
上下移動
を抑制

分かりやすく使いやすい階層計画分かりやすく使いやすい階層計画

88000

7600 7600 9600 9600 9600 9600 9600 9600 7600 7600

▼１FL

▼３FL

▼４FL

▼２FL

▼１FL

▼３FL

▼４FL

▼２FL

1280012800

38600

65006500

断面図 -１　S=1/500断面図 -１　S=1/500 断面図 -２　S=1/500断面図 -２　S=1/500

キープランキープラン

断面図 -1断面図 -1

断面図 -2断面図 -2

階層計画のイメージ

議場議場
第 1委員会室第 1委員会室

議会
事務局
議会
事務局

監査委員
事務局
監査委員
事務局

危機対策 ・防災担当
執務室

危機対策 ・防災担当
執務室保健室保健室

議場議場
傍聴
スペース
傍聴
スペース 議会ロビー議会ロビー

執務スペース執務スペース
打合せ ・

作業スペース
打合せ ・

作業スペース

打合せ ・
作業スペース
打合せ ・

作業スペース

執務スペース執務スペース 教育長室教育長室待合スペース待合スペース

執務スペース執務スペース

執務スペース執務スペース

執務スペース執務スペース

執務スペース執務スペース

免震層免震層
ピットピット ピットピット

免震層免震層

ピットピット ピットピット

待合スペース待合スペース

待合スペース待合スペース

エントランスホールエントランスホール
待合スペース待合スペース

郵便室郵便室

待合スペース待合スペース

応接室応接室



総合案内総合案内

ハイサイドライト
による明るい自然光
ハイサイドライト

による明るい自然光

アクセントとなる
れんが仕上
アクセントとなる
れんが仕上

フラット形式の床・可動式の什器フラット形式の床・可動式の什器

演台演台

議員席議員席

議長席議長席

理事者席理事者席

広場に面した
明るい待合スペース
広場に面した

明るい待合スペース

キッズスペースキッズスペース

ローカウンターローカウンター

待合スペース待合スペース

エレベーターエレベーター

天井レス天井レス

自由度の高い執務スペース自由度の高い執務スペース

メンテナンス性に
優れた床材

メンテナンス性に
優れた床材

ランドマークランドマーク 風景風景 地域材地域材
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８.環境配慮計画

■江別市に最適な省エネ手法

■一次エネルギー消費量50％以下に削減

・江別市は 2050 年までに CO2 排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」を宣言しました（令和５年６月）。本庁舎の整備においても、

高い断熱性能（外皮性能）を有する外壁の採用や良好な温熱環境の確保、省エネルギーに配慮した環境配慮型庁舎とし、ZEB Ready の達成を

目指します。

■基本方針

・設備は、機器・システムの高効率化、熱負荷低減による容量適正化を図り、設計時には一次エネルギー消費量を 50％以下に削減します。

・中間期の卓越風を庁舎内に取り込むパッシブ換気により冷房負荷を低減します。

・北面・西面は西日の日射抑制や冬季の熱損失を考慮し、開口部を極力小さくし、冷暖房エネルギーを低減する計画とします。

・省エネ手法の中でも費用対効果の高い手法を優先的に採用し、イニシャルコスト・ランニングコストを削減します。
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災害対策本部室

応援職員執務室

物資集積所等

応援職員執務室

一時待避所

物資集積所

一時待避所

９.防災・BCP計画

■災害に強い庁舎

■基本方針

・免震構造を採用することにより、地震から人員・設備等を守ることができる、災害に強い庁舎を目指します。

・庁舎内の備品等は、災害発生時に職員の安全確保と迅速な対応を可能とするため、転倒防止や破損防止対策

を行います。

・災害対応を進めるための活動拠点は、公室及び３階大会議室に設置します。

・災害発生時には、災害対策本部の機能を維持するため、３日間の業務継続可能な自家発電設備を設置します。

・災害による停電時に、市民が携帯電話やスマートフォンの充電ができるコンセントを設置します。

・災害発生時には、待合スペースや会議室等を機能転換し、円滑な災害対応を可能とする平面計画とします。

・市民、職員の安全を守るため、建物の耐震性能を高め、「江別市業務継続計画（BCP）」に基づき、災害発生

時にも機能できるよう新庁舎に必要な構造・設備・施設計画を行います。
公室

３階大会議室

会議室

議場

１階待合スペース

２階待合スペース

展望ラウンジ

議会ロビー

災害時平時

災害時の活用想定イメージ

執務スペース執務スペース執務スペース
執務スペース執務スペース執務スペース

待合スペース待合スペース待合スペース

大会議室大会議室大会議室

サーバー室サーバー室サーバー室

危機対策・
防災担当執務室

危機対策・
防災担当執務室

危機対策・
防災担当執務室

電話
交換
電話
交換
電話
交換

放送放送放送 PBXPBXPBX

リフレッシュ
スペース

リフレッシュ
スペース

リフレッシュ
スペース

公室公室公室

待合スペース待合スペース待合スペース

待合スペース待合スペース待合スペース

会議室会議室会議室会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

執務スペース執務スペース執務スペース

リフレッシュ・打合せ・作業スペースリフレッシュ・打合せ・作業スペースリフレッシュ・打合せ・作業スペース

リフレッシュ・打合せ・作業スペースリフレッシュ・打合せ・作業スペースリフレッシュ・打合せ・作業スペース リフレッシュ・打合せ・作業スペースリフレッシュ・打合せ・作業スペースリフレッシュ・打合せ・作業スペース

防災センター防災センター防災センター

階段室階段室階段室

階段室階段室階段室

ELVELVELV

ベビールームベビールームベビールーム

多目的

スペース

多目的

スペース

多目的

スペース

エントランス

ホール

エントランス

ホール

エントランス

ホール

階段室階段室階段室

階段室階段室階段室

階段室階段室階段室

正副

議長室

正副

議長室

正副

議長室
議会事務局議会事務局議会事務局

電気室電気室電気室 会議室会議室会議室

会議室会議室会議室

第２

委員会室

第２

委員会室

第２

委員会室
第１

委員会室

第１

委員会室

第１

委員会室

議場議場議場 議会ロビー議会ロビー議会ロビー

展望ラウンジ展望ラウンジ展望ラウンジ

階段室階段室階段室

ELVELVELV

階段室階段室階段室

監査委員

事務局

監査委員

事務局

監査委員

事務局

ELVELVELV

階段室階段室階段室

ELVELVELV

市長室市長室市長室
会議室会議室会議室

２階平面図 ４階平面図

１階平面図 ３階平面図

凡例

照明点灯数：全数　　　　

照明点灯数：３割　　

使用可能コンセント数：全数

使用可能コンセント数：３割

空調稼働エリア

ELV 稼働　　
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１０.バリアフリー・ユニバーサルデザイン計画

12

・案内表示やサイン表記は、視認しやすい色彩やピクトグラムを用い、分かりやすいサイ

ン計画とします。

・音声案内、触知情報、多言語表記などを導入し、情報を分かりやすく提供することで、

庁舎内での円滑な移動を支援します。

■サイン

・バリアフリー法等に基づき、視覚障がい者用誘導ブロックを設置します。

・敷地内は極力段差をなくす計画とします。

・来庁者が迷わないよう、分かりやすい誘導サインを設置します。

・車いすやベビーカー利用者にも配慮し、ゆとりのある廊下幅を確保すると共に、滑り

　にくい素材を採用します。

■動線

・メインエントランス付近に、思いやり駐車場を設置します。

・思いやり駐車場から庁舎出入口までの動線には、雨に濡れないよう庇を計画します。

■駐車場

・総合案内は、エントランスから視認しやすい位置に配置します。

・窓口は、車いす利用者にも使いやすいローカウンターを設置します。

・プライバシーを配慮する必要がある窓口には、カウンターに仕切りやＬ型パーティション

を設置します。

■窓口

・庁舎内のトイレは、来庁者が利用しやすいように、各階の同じ位置にバランス良く配置

します。

・各階にバリアフリートイレを設置し、低層階にはオストメイト対応設備を計画します。

・右片まひと左片まひの方々に配慮して、階ごとに補助手すりの位置を調整します。

■トイレ

・市民利用の多い低層階にベビールームを配置し、流し台、授乳ブース、ベビーベッドを

設置します。

・子育て関係窓口付近にキッズスペースやキッズスペース付き相談室を配置し、保護者の

見守りに配慮します。

■ベビールーム・キッズコーナー

ローカウンターのイメージ

思いやり駐車場イメージ 総合案内イメージ

大きく見やすいサインのイメージ

バリアフリートイレのイメージ

キッズコーナーのイメージ

・「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」及び「北海道福祉のまちづ

くり条例」に基づき、新庁舎を利用するすべての人が分かりやすく安心して快適に利用

できる計画とします。

■基本方針
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１１.構造計画

■基本方針

■耐震性能目標

■構造概要

■架構計画

・公共性や災害対策拠点としての重要性を考慮し、十分な耐震安全性を確保すると共に経済性に配慮した

計画とします。

・建築計画における諸室配置の自由度を高め、将来の改修などにも柔軟に対応できるフレキシビリティを

重視します。 

・耐震安全性の目標は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」に準拠し、以下のとおりとします。

　構造体：Ⅰ類、建築非構造部材：Ａ類、建築設備：甲類

　構造形式：免震構造（基礎免震）

　構造種別：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造

　架構形式：純ラーメン架構

・新庁舎は将来にわたりフレキシブルに活用できるよう柱の間隔を広く配置したロングスパン架構とします。

・コア周りや外周部をＲＣ造（一部ＳＲＣ造）とした外殻構造とすることで、建物全体を堅固な構造とします。

・薄型免震装置や扁平基礎梁を採用し、掘削深さを縮減した計画とします。

１２.設備計画

■機械設備計画

熱源設備

空調設備

換気設備

自動制御設備

中央熱源：空冷ヒートポンプチラー＋真空式温水発生機

個別熱源：空冷パッケージエアコン(ＥＨＰ)

執務室：全空気方式

その他諸室：外気処理空気調和機＋空冷パッケージエアコン(ＥＨＰ)

執務室：空気調和機(全熱交換器組込み)による第１種換気方式

その他諸室：外気処理空気調和機(全熱交換器組込み)による第１種換気方式

ＷＣ等：排気ファンによる第３種換気方式

中央監視装置

給水設備

排水設備

給湯設備

衛生器具設備

消火設備

都市ガス設備

災害時の備蓄

上水：直結加圧方式

雑用水：受水槽方式

建屋内：汚水・雑排水合流方式

屋外：汚水・雨水分流方式

貯湯式電気温水器による局所給湯方式

節水型器具、自動水栓等

屋内消火栓設備、消火器

中圧ガス

上水：ペットボトル(３日分)

雑用水：ピット水槽(３日分)

非常用汚水槽：ピット水槽(３日分)

■電気設備計画

受変電設備

自家発電設備

電力貯蔵設備

電灯設備

幹線設備

その他設備

屋内キュービクル型　6.6kV １回線受電

高効率変圧器

自家発電設備：ディーゼル発電機　発電電圧6.6kV 災害時３日間稼働

太陽光発電設備：庁舎で使用する電力として使用

直流電源装置（受変電操作用）

ＬＥＤ照明　照明制御（人感センサー、明るさセンサー、スケジュール制御等）

3φ200V,1φ100V(200V)

避雷設備　電話交換設備　誘導支援設備

映像・音響設備　情報表示設備　防犯・入退管理設備　ＬＡＮ設備

非常照明設備　誘導灯設備　自動火災報知設備　等

部 位

構造体

建築非構造部材

建築設備

分 類 耐 震 安 全 性 の 目 標

Ⅰ類 　大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、人命の安全確保に
加えて十分な機能確保が図られるものとする。

Ⅱ類 　大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、人命の安全
確保に加えて機能確保が図られるものとする。

Ⅲ類 　大地震動により構造体の部分的な損傷は生じるが、建築物全体の耐力の低下は著しくないことを目標
とし、人命の安全確保が図られるものとする。

A類
　大地震動後、災害応急対策活動等を円滑に行ううえ、又は危険物の管理のうえで支障となる建築非

構造部材の損傷、移動等が発生しないことを目標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が
図られるものとする。

B類
　大地震動により建築非構造部材の損傷、移動等が発生する場合でも、人命の安全確保と二次災害の

防止が図られていることを目標とする。

甲類
　大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られているとともに、大きな補修をすること

なく、必要な設備機能を相当期間継続できることを目標とする。

乙類 　大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られていることを目標とする。

【電気設備概要】

【空調換気設備概要】

【給排水衛生設備等概要】

構造架構のイメージ（詳細検討で変更することがあります）

12.8m 13m 12.8m

薄型免震装置薄型免震装置薄型免震装置

執務スペース執務スペース執務スペース待合スペース待合スペース待合スペース

扁平基礎梁扁平基礎梁扁平基礎梁 鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁
外周 RC造
一部 SRC造
外周 RC造
一部 SRC造
外周 RC造
一部 SRC造

ロングスパン
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１３.工事工程計画・概算事業費

■全体事業スケジュール

■事業手法

■概算事業費（工事着工時を想定）

■ランニングコストの試算 ■ライフサイクルコストの試算

■想定する財源

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

解体工事

緊急防災・減災事業債（充当率１００％）
脱炭素化推進事業債（充当率９０％）
一般単独事業債（充当率７５％）などを想定

庁舎整備基金などの基金等の活用を想定

緊急防災・減災事業債（交付税措置７０％）
脱炭素化推進事業債（交付税措置５０％）

１１，４７３

２，７５８

１４，２３１

３，１０７

１１，１２４

地方債

交付税措置

実質負担額

一般財源

合計

光熱費 建設コスト

１３，１５３　４３％ ４，００４　１３％ １３，２１９　４３％ ５５６　　２％ ３０，９３２

運用コスト 保全コスト 解体コスト 計

３，５００ ５００ ４，０００

上下水道料金

（単位：円／㎡・年） （単位：百万円）

計

項　　　　目

項　　　　目

金額（百万円）

金額（百万円）

備　　　　考

備　　　　考

引越

什器備品工事

外構工事

本体建設工事

年度
月

設計関係

R6（2024） R7（2025） R8（2026） R9（2027） R10（2028） R11（2029）

申請関係

※令和５年度版 建築物のライフサイクルコスト（監修：国土交通省大臣官房官庁営繕部）に基づく概略方法により算出
※保全コストには免震装置点検コストを含む

・基本計画において、行政主体の事業手法のうち従来方式（設計施工分離発注方式）を基本に検討するとしていたところであり、起債制度の状況を見極めながら事業を進める必要があることや一般に地元事業者が参画しや

すいとされていることなどから、検討の結果、事業手法は従来方式（設計施工分離発注方式）とします。

項　　　　目 金額（百万円）

建築主体工事

１１，４９０

１，１４０

７２０

８８１

１４，２３１

建築工事費

外構整備費

解体工事費

その他経費

合計

※工事工程計画・概算事業費等は今後変更することがあります

※緊急防災・減災事業債の事業期間が延長された場合を想定したもの

電気設備工事

空気調和設備工事

給排水衛生設備工事

昇降機設備工事

６,８６０百万円

１,８８０百万円

２,１２０百万円

４２０百万円

２１０百万円

車庫・外構工事

本庁舎（西棟含む）・別館・第二別館

調査設計費、移転費、什器備品購入費

備　　　　考



-江別市本庁舎建設基本設計説明書

用語集

-

■基本設計用語集
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